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よ
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毎
年
恒
例
の
海
外
視
察
研
修
に
11
月

14
日
か
ら
17
日
、
経
済
発
展
著
し
い
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
と
セ
ブ
島
へ
11
人

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
国
は
若
く
し

て
結
婚
や
出
産
を
し
、
平
均
寿
命
も
65

歳
と
比
較
的
若
い
国
で
す
。
平
均
月
収

は
10
万
円
く
ら
い
で
す
が
、
大
家
族
で

働
く
た
め
世
帯
収
入
は
多
く
、
フ
ー
ド

シ
ョ
ッ
プ
で
は
爆
買
い
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
外
食
の
ラ
ー
メ
ン
は
１

杯
１
０
０
０
円
く
ら
い
、
ガ
ソ
リ
ン
は

１
５
０
円
／
ℓ
と
日
本
並
み
。
仕
事
で

30
年
前
に
工
場
進
出
し
た
時
は
賃
金
が

15
分
の
１
だ
っ
た
の
が
今
は
２
分
の
１

と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
め
ざ
ま
し
い
経
済

成
長
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

初
日
は
前

野
技
研
を
視

察
。
フ
ィ
リ

ピ
ン 

カ
ビ

テ
州
輸
出
入

優
遇
の
工
業

団
地
で
創
業

し
、
社
長
は

２
代
目
に
な

り
ま
す
。
製
缶
・
溶
接
・
機
械
加
工
な

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
視
察

ー
海
外
視
察
研
修
会
を
実
施
ー

　
異
業
種
交
流
会

ど
を
行
い
、
顧
客
は
ほ
ぼ
日
本
企
業
で
、

人
材
育
成
と
雇
用
の
定
着
に
知
恵
を
絞

っ
て
い
ま
す
。
創
業
者
の
父
か
ら
の
教

え
で
あ
る
「
損
に
な
る
会
社
は
お
客
様

で
は
な
い
、
儲
け
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

会
社
が
お
客
様
」
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、

日
本
並
み
の
品
質
で
継
続
的
取
引
を
成

立
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

３
日
目
は
セ
ブ
島
を
視
察
。
観
光
都

市
と
し
て
知
ら
れ
、
工
業
団
地
を
は
じ

め
空
港
・
リ
ゾ
ー
ト
施
設
な
ど
が
あ
り
、

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

食
事
や
カ
ジ
ノ
、
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ

プ
を
併
設
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
は
、

東
京
ド
ー
ム
10
個
分
の
大
き
さ
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
（
映
画
館
・
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
な
ど
総
店
舗
数
１
０
０
０
以

上
）
も
視
察
。
充
実
し
た
ホ
テ
ル
ラ
イ

フ
を
満
喫
し
ま
し
た
。
か
な
り
体
力
を

消
耗
し
、
全
身
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

う
け
、
帰
国
に
備
え
ま
し
た
。

　

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
帰
国
し

よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ま
さ
か
台
風
で

欠
航
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
…
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
さ
ん
の
匠
の
手
腕
で
翌
日
に
は
帰

国
で
き
、
こ
の
お
か
げ
で
検
証
で
き
た

の
が
、
社
長
が
い
な
く
て
も
会
社
が
回

る
仕
組
み
を
形
成
で
き
て
い
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　

（
エ
イ
ム
研
究
所
㈱　

矢
野
弘
）

　

　

12
月
６
日
、（
一
財
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
近
畿
支
部 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
合
理
化
専
門
員
の
前
山
二
郎
氏
を
講

師
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
・
エ
コ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
部
会
合
同
研
修
会
、
改
正
省
エ

ネ
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

目
標
と
す
る
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
と
そ
の
実
現

の
た
め
に
改
正
さ

れ
た
省
エ
ネ
法
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
定
義
の
見
直
し
・
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
・
電
気
需

要
の
最
適
化
と
い
う
３
つ
を
挙
げ
て
詳

し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

定
期
報
告
書
・
中
長
期
計
画
書
作
成
に

つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
事
業
ク
ラ
ス

分
け
評
価
制
度
に
つ
い
て
等
の
解
説
が

あ
り
、
最
後
に
省
エ
ネ
法
定
期
報
告
情

報
の
開
示
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
リ

ッ
ト
や
開
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
開
示
シ

ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
の
詳
し
い
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。　
　

参
加
者
は
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名

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て

ー
２
部
会 

合
同
研
修
会
を
開
催
ー

  

加
古
川
環
境
保
全
研
究
会

省エネ法改正について学ぶ

前野技研にて


